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平成 29 年度 第 266 回教育研究審議会議事要録 

 
日 時  平成 29 年 4 月 11 日（火）13:30～14:30 

場 所  北方キャンパス本館 Ｅ701 会議室  
出席者  松尾学長、柳井副学長、梶原副学長、二宮副学長、中尾副学長、田上事務局長、 
 大平外国語学部長、朱経済学部長、田部井文学部長、小野法学部長、眞鍋地域創生学群長、 
 龍国際環境工学部長、日髙基盤教育センター長、八百社会システム研究科長、 

任マネジメント研究科長、今泉学生部長、田村大教務部長、後藤入試広報センター長、 
     佐藤情報総合センター長、廣渡評価室副室長 

配布資料   01  欠員補充申請書(経済学部) 

2-1 北九州市立大学の3つのポリシーの策定方針について 

2-2 北九州市立大学の3つのポリシーの作成(案)に係る意見及び回答(案) 

2-3 北九州市立大学3つのポリシーの作成(案) 

3-1 3つのポリシー整備及び教育課程再編の推進組織について 

3-2 3つのポリシー整備及び教育課程再編の推進組織に関する規程(案) 

3-3 3つのポリシー策定及びカリキュラム再編スケジュール 

3-4 ○○学部○○学科教育課程再編部会名簿(記載例) 

3-5 卒業認定・学位授与の方針(案) 

4  平成29年度 入学者の構成一覧表 

       

 

第１号 教員の採用について 

＊ 資料1のとおり、経済学部からの申請に基づき、平成30年3月に定年退職する白石和孝教授の後任と

して、会計学分野担当教員1名の欠員補充申請について提案。 

 

【議長】提案について、承認してよろしいか。 

【委員全員】（異議なし） 

(議案承認の後、選考委員会を設置) 

 

第２号 北九州市立大学の３つのポリシーの作成方針について 

＊ 資料2-1～2-3のとおり、「北九州市立大学の３つのポリシーの作成(案)」について提案。 

  

 ○ 学校教育法施行規則が改正され、３つのポリシー「卒業認定・学位授与の方針」「教育課程編成・

実施の方針」「入学者受入れの方針」の策定が義務化された。これに伴い、中央教育審議会から「３

つのポリシー策定及び運用に関するガイドライン」が示された。また、本学では平成31年度にカリキ

ュラム再編を行うこととしている。このため、３つのポリシー策定会議を設置し、策定方針や策定方

法、策定単位、策定手順について検討を行い、「３つのポリシーの作成(案)」を策定したもの。 

● 大学院課程の科目記号について、科目区分コードは、学士課程のコードと重ならないように４研究

科共通のものを決定するということでよいか。 

○ そのようにお願いしたい。これまでの経緯を踏まえ、学長が決定することとしたい。 

● カリキュラム再編を進めていくためには、キャンパス交流科目を今後も継続するかどうかの判断が

必要である。いつ頃決定する予定か。 

○ 北方・ひびきの連携事業運営委員会では、4月中に学長に報告し、5月中に方向性を決定したいと考

えている。できるだけ早く決定したい。 

 

【議長】提案について、承認してよろしいか。 

【委員全員】（異議なし） 
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第３号 ３つのポリシー整備及び教育課程再編の推進組織について 

＊ 資料3-1～3-5のとおり、３つのポリシー整備及び教育課程再編の推進組織について提案。 

  

○ 学長のリーダーシップの下で、一貫性・整合性のある本学の３つのポリシーを再整備するとともに、

これらのポリシーを踏まえ教育課程を整備するため、学内の推進組織を整備するもの。 

● アセスメント・ポリシー作成についての体制・スケジュール等はどうなっているのか。 

○ まずはアセスメント可能なＤＰの作成を行うことが必要である。その後、評価の手法や検証と改善

のための組織の検討を行う。具体的な体制や作成スケジュールについては、もう少し時間をいただき

たい。 

● 大学院課程についても、学士課程と同じスケジュールで進めるということか。 

○ できるだけ、学士課程と歩調を合わせていただきたい。 

 

【議長】提案について、承認してよろしいか。 

【委員全員】（異議なし） 

 

報告 
① 平成 29 年度入学者数について、資料 4 のとおり報告があった。 
② 次回の審議会を平成 29 年 4 月 25 日（火）に開催する予定である旨、報告があった。 


